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今月の表紙
東飯田つなぐ食堂が12月15日に松岡公園及び下旦養
心倶楽部で行われました。年末ということで餅つきが
行われ、参加者が杵を振るって大奮闘しました。つい
た餅はきなこやあんこ、大根おろしで食べ、つきたて
のやわらかい餅を参加者が味わいました。



　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、旧
年
中
は
町
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
就
任
以
来
、「
住
民
と
の
協
働
」

を
テ
ー
マ
に
『
対
話
の
行
政
』
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、『
地
域
づ
く
り
は

人
づ
く
り
』
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
３
月
に
は
東
飯
田
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
、
東
飯
田
公
民
館
が
完

成
し
、
こ
れ
で
４
地
区
全
て
に
地
域
づ
く
り
の

拠
点
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

整
備
さ
れ
、地
域
に
お
け
る
重
要
施
設
の
整
備
、

い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
事
業
に
は
、
一
応
の
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
成
果
は
す
ぐ

に
は
見
え
に
く
い
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
町
の

将
来
、
未
来
に
わ
た
り
、
非
常
に
大
き

な
財
産
、宝
と
な
る
「
人
づ
く
り
」、「
人

材
（
財
）
の
確
保
」
を
重
点
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
、教
育
は
非
常
に
重
要
と
考
え
、

３
歳
か
ら
５
歳
の
こ
ど
も
園
利
用
料
の

無
償
化
を
国
に
先
駆
け
実
施
す
る
と
と

も
に
、
教
育
関
連
で
は
、
こ
こ
の
え
緑

陽
中
学
校
と
台
湾
、
高
雄
市
の
大
灣
国

民
中
学
、
鳳
山
国
民
中
学
と
の
間
で
姉

妹
校
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
の
充
実
が
一
層
図
ら
れ
、
生
徒
の
皆
さ

ん
の
国
際
感
覚
が
磨
か
れ
、
国
際
人
と
し
て
羽

ば
た
い
て
い
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て

は
、
皆
様
の
命
や
財
産
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
に
配

布
し
た
ほ
か
、
停
電
や
避
難
時
に
お
け
る
設
備

等
の
整
備
も
緊
急
対
策
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
本
年
か
ら
は
９
月
を
「
九
重
町

防
災
月
間
」
と
定
め
、
防
災
意
識
・
知
識
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
玖
珠
九
重
企
業
誘
致
促
進
期
成

会
を
結
成
し
企
業
誘
致
を
推
進
し
た
玖
珠
工
業

団
地
は
、「
新
栄
合
板
工
業
株
式
会
社
」
が
操

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
定
住
促
進
・
雇

用
対
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
元
産
材
の
活

用
に
よ
る
農
林
業
振
興
が
図
ら
れ
る
も
の
と
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
、
全
国
的
に
非
常
に
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
が
、
町
内
に
お
き
ま

し
て
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は

見
か
け
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
国
々
か
ら
の
お

客
様
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
大
分
県
で
は
８
月
に
「
第
５

回
山
の
日
記
念
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
山
の
日
」
は
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

日
と
し
て
制
定
さ
れ
た
祝
日
で
、
本
大
会
に
お

い
て
九
重
町
は
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
本
町
の
雄
大
な
自
然
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
全
国
の
皆
様
に
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
観

光
客
の
獲
得
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
九
重
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

第
２
期
計
画
を
は
じ
め
に
各
種
計
画
の
初
年
度

と
な
る
本
年
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政

に
反
映
さ
せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る

町
政
運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
、
新
年
を

迎
え
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
計
画
の
着
実
な
遂
行
に
よ
り
、
ま
す

ま
す
進
展
す
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
次
代
を
見
据
え
た
各
種
施
策
、

事
業
の
展
開
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
九

重
町
の
未
来
の
創
造
に
向
け
新
し
い
種
を
ま
き

つ
つ
真
正
面
か
ら
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

だ
い
わ
ん

九重町長

　 日　野　康　志

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年頭あいさつ
令和2年
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九
重
町
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　

手

島

政

弘

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
農

業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
九
重
町
農
業
委
員
会
は
平
成
31
年
４
月
に
改
選
を
迎
え
農
業

委
員
11
名
・
推
進
委
員
12
名
の
新
体
制
で
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
の
最
重
要
業
務
で
あ
る
﹁
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
﹂
の
た
め
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
、
新
規
参
入
の
促
進
、
戸
別
訪
問
調

査
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活
動
の
最
中
に
は
、
高
齢
に
な
り

耕
作
が
困
難
に
な
っ
た
、
鳥
獣
害
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
、
耕
作
放
棄

地
が
増
え
て
日
当
た
り
が
年
々
悪
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
、
現
在
の
農

業
を
取
り
巻
く
様
々
な
厳
し
い
情
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
を
乗
り
切
り
農
業
の
活
性
化
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
、
皆
様
方
と
も
一
緒
に
な
っ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
引
き
続
き
九
重
町
の
農
業
や
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
ま
し
て
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
き

年
に
な
る
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

早朝から待っていた方などが見守る中、境内に
て獅子舞３頭が初舞を披露

笛と太鼓の音を聴いて沿道で獅子舞を
出迎える方や、各家庭の玄関先で獅子
舞に頭を噛んでもらう方など。3頭の
獅子舞が、一人ひとりの一年の健康や
安全を願いました

　１月1日に、九重あばれ獅子保存会が菅原
天満宮の氏子の家庭を訪問しました。獅子舞
が訪れると、今年一年の「家内安全、無病息
災」を願って獅子舞に頭を噛んでもらってい
ました。
　毎年恒例となっている年始行事に、子ども
たちから大人まで皆さんが笑顔で獅子舞を迎
え、一年の始まりとともに受け継がれていく
伝統芸能を感じていました。

元旦獅子舞

元旦獅子舞の一日は、
早朝の菅原天満宮から
始まりました

家内安全・無病息災
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まちの話題

　九重町民劇場の創作劇「このこえ」が九重文
化センターホールで上演されました。公演で
は、九重町民劇場の歴史と新たなはじまりが、
主人公の日野ゆかりを中心とした架空の物語で
描かれました。笑いあり、涙あり、迫力ある劇
中劇のシーン等に、会場に集まった満席の観客
から大きな拍手が送られました。

さまざまな困難を乗り越え気持ちを一つにし、劇中劇「朝
日長者物語」本番を迎える直前のシーン

「このこえ」を届けて30
11

1
12

　
　ここのえスコヤカスポーツ大会が、多目的グ
ラウンドを中心に開催されました。
　天候に恵まれたこの日の大会には、６歳（小
学１年生）から92歳までの合計312人が参加
しました。各会場で駅伝やミニバレーボール、
ゲートボールの３種目が行われ、参加者は楽し
く体を動かしました。

アップダウンの激しいコースを選手たちが力強く駆け
抜けました（駅伝大会の部）

カラダを動かしてスコヤカに1
12

　ドバイ2019世界パラ陸上競技選手権大会の
女子走り幅跳びで金メダルに輝いた、中西麻耶
選手が飯田小学校を訪問されました。昨年度の
人権学習の際に交わした「金メダルを獲って見
せに来ますね」という約束を守りに来てくれた
中西選手のサプライズの登場に、子どもたちは
おめでとうと大きな声でお祝いしました。

中西選手（写真右）と中西選手の応援ソング「鳳凰」を
歌うDRIBBLA さん（写真左）と一緒に歌って踊りました

（写真左から）大灣国民中の陳碧媛校長、緑陽中学校の
日隈哲憲校長、鳳山国民中の盧世昌校長、日野町長

笑顔で“金メダル”を報告2
12

　
　ここのえ緑陽中学校の生徒７名が、台湾高雄
市の大灣国民中学と鳳山国民中学を訪問しまし
た。交流では、一緒に授業を受けたり給食を食
べたりと有意義なものになりました。
　また、今回の訪問で２中学校と姉妹校提携を
行うために調印式を行いました。来年度からは
姉妹校としての交流が始まります。

緑陽中が台湾２校と姉妹校に9
12

・

だいわん

チンヘキエン

ロセイショウ
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　日田信用金庫より、11月15日に開催された
第７回日田信用金庫チャリティゴルフ大会の参
加者からの募金として、30,000円を寄附して
いただきました。
　いただいた寄附は、町の福祉向上のために役
立てられます。

ご寄附ありがとうございました19
12

　12月8日に大分駅で開催された「第７回こど
も屋台選手権」に初出場したここのえ”夢”食堂
（南山田こども料理教室）の『高原のミヤちゃ
んカレー』がグランプリに輝き、日野町長に報
告しました。カレーは九重町産の野菜と豚肉を
使っており、子どもたちと南山田食推協が考案
し、調理・販売を行いました。

初出場グランプリ獲ったぞ！20
12

（左から）日野町長、日田信用金庫 梶原智敏理事長、
　　　　　江藤康玖珠支店長

当日会場に応援にかけつけていた町長に、あらためて
喜びの報告をしました

ちとし

10 月 1日に竹尾清美さんより 200 万円を寄附していただきました。
いただいた寄附は林道整備に役立てられます。

▲

▲

▲会場のステージでＰＲ

接客も子どもたちが行いま
した。２回目を買いに来て
くれたお客さんがいたこと
や、「今後どこでたべられ
ますか？」と聞かれたこと
などうれしそうに報告して
くれました

当日は13名が参加
南山田こども料理教室９名
南山田食推協４名

「高原のミヤちゃんカレー」
人参とトマトで味つけたご飯
と、ほうれん草のグリーンカ
レー

　
　大分県の「第69回“社会を明るくする運動”
作文コンテスト」で入賞された玖珠郡内の小中
学生３名に、玖珠郡推進委員長の日野町長より
賞状と記念品が渡されました。

（1列目左から）佐藤菜々さん（飯田小 6年）、櫛山創嗣
さん（飯田小 3年）、矢野颯汰さん（星翔中 2年）

社会を明るくするために19
12

・佐藤菜々さん
　小学生の部 奨励賞　題「明るい学校にするために」
・櫛山創嗣さん
　小学生の部 入選　　題「ゆうきをあたえる人」

そうし

そうた

ご寄附
ありがとうございました
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知っていますか？あなたの地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　「民生委員・児童委員」が改選され、41名の民生委員・児童委員が厚生労働大臣より委嘱されま
した。任命は令和元年12月1日付けで、任期は令和元年12月1日から令和4年11月30日までの３年
間です。
　※民生委員は児童委員を兼ねます。

民生委員・児童委員について

●民生委員・児童委員って？

●「地域のつなぎ役」としてのイメージ

　「民生委員・児童委員」は、厚生労働大
臣から委嘱を受けたボランティアです。全
国に23万人、九重町は41名の委員がいます。
　その活動は基本的人権の尊重や政治的中
立をとくに重視したもので、民生委員法に
基づき守秘義務も課せられています。この
ため、相談内容や個人情報は支援の中で必
要な関係機関との情報共有以外は他の人へ
もらすことはありません。安心してご相談
ください。

●どんな活動をしているの？
　地域住民の身近な相談相手として、暮ら
しの中の悩みごとや心配ごとをお聞きし、
必要な福祉サービス等を受けられるよう、
行政や専門機関につなぐ役割を担っています。
　また、主任児童委員は、学校や関係機関
と連携し、地域の児童福祉の向上に取り組
んでいます。

●どんなことが相談できるの？
　どこに相談すればいいのかわからない、
生活に対する悩みや不安など、お気軽にご
相談ください。
　情報提供を行ったり、要望を関係機関や
各団体につなげたります。

・高齢者世帯でなにかあった時が不安。
➡家庭訪問をしたり、見守り緊急通報シス
テムによる安否確認、災害時要求援護者
等への登録が登録できるよう支援。

民生委員・児童委員のマーク

たとえば・・・

幸せのめばえを示す四つ葉のクローバーをバックに、民生委員の「み」の文字と児童委員を示す双葉を組み合わせ、
平和のシンボルの鳩をかたどって、愛情と奉仕を表しています。

民生委員・児童委員
相談

情報提供 情報提供

関係機関
（役場や社協、
　　　学校等）

地域住民

相談内容の報告
情報伝達

必要な支援を実施
※民生委員は関係機関へ
のつなぎ役であり、民生
委員自ら問題を解決する
のではありません。
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ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

九重町民生委員・
児童委員協議会
会長
芝田 英征さん

　新年あけましておめでとうございます。
　この度、民生委員児童委員協議会の会長となりました芝田英征と申
します。民生委員になって13年目となり、福祉の難しさ、奥の深さ
を身をもって感じています。しかし、お互いが隣の人をよく知り、地
域のこともよく知っている。それが九重町の良いところだと思ってい
ます。
　少子高齢化、過疎化は進みますが、お互いがお互いを知り、支え合
う、そんな町になることを切に願ってやみません。微力ながら３年間
尽力させて頂きますので、何卒よろしくお願い致します。

氏　　名 担　当　区

小　幡　はるみ

梶　谷　恵　子

下右田/上旦/奥野/物見塚

石　田　初　代 下旦一・二・四・五・六

原　　　加津子

小　野　礼　子

長　野　久美子

酒　井　利　幸

篠　原　信　義

武　石　丸　美

鶴　原　時　美

芝　田　英　征

穴　井　庄　平

佐　藤　恒　久

篠　原　光　子

篠　原　長　生

髙　倉　ひとみ

井　原　まゆみ

村　尾　尚　三

書曲一・二・三/恵良団地

川下北・南/川上一

川上二/前辻一・二/竜門

田尻/野倉/中須/後辻

北区/南区/野上住宅/小久保

奥双石/中巣/寺田

尾本/下尾本/甘川水

田代/小垣/野矢

樫原/拓郷/平家山/小平谷

滝上/寺床

猪牟田/鹿伏/桐木

茅原小野/後野上/西

釘野/下右田/重原

中央一・二・三

下旦三/見留/釣団地/松岡台
住宅

南恵良/富来口/北恵良一・二
・三/見良津

藤　井　静　世 中央四・五/青山通り/青山住
宅/豊後中村住宅

●民生委員・児童委員　41名

氏　　名 担　当　区

日　隈　萬喜恵

軸　丸　勝　明

森　　　博　司

時　松　眞寿代

筋湯/大岳/日向上

日向下/湯坪下/狭間

奥郷/九重山

金山/井出/田中/川道団地/
岩の上/粟野本村

時　松　恵　子 中村上・下一/中村中一・二
/下畑/中村下野

甲　斐　誠　司 中村下二/荻釣上・下/筌の口
/北方上・下

甲　斐　英　幸 年の神/無田上・中・中一・
下/須久保

佐　藤　和　弘 横尾/中村/引治一・二/富迫
上・下

氏　　名 担　当　区

藤　原　智恵美

田　中　美　幸

東飯田地区

野上地区

●主任児童委員

氏　　名 担　当　区

相　沢　加代子

足　立　相　子

飯田地区

南山田地区

荒　井　博　幸

梅　木　豊　彦

竹　尾　　　史

佐　藤　和　正

岐　部　容　子

平　山　正　敏

江　藤　清　子

木　村　節　子

左　藤　洋　子

日　野　源　蔵

旭/花牟礼/湯沢

麻生釣/菅原本村

桐木一・二・三・四

相狭間/口の園

梶屋/串野上・下

宝泉寺/生竜/栗原

中板/潜石/川西一・二・三

川東上・下/陣の内上・下

後河内

黒猪鹿/木納水

●民生委員・児童委員に関するお問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１
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確定申告・住民税申告に係る要介護（要支援）認定者の所得控除
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　障害者手帳等をお持ちでなくても、障害者
控除に該当する場合があります。
　該当となる方には所得税や住民税の控除を
受けるための、「九重町障害者控除対象者認
定書」を交付します。

●対象となる方
　介護保険制度で要介護認定を受けた満65
歳以上の方で、介護認定の審査資料が一定の
要件を満たす方

　「九重町障害者控除対象者認定書」及び「おむつ代の医療費控除のための確認書」が必要な方ま
たはその扶養者の方は、介護被保険者証・印鑑を持参のうえ健康福祉課（役場１階）まで申請して
ください。

「食事」「運動」に気をつけ、今年も健康に！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　年末年始も過ぎ、みなさん食べすぎ・飲みすぎ・運動不足の生活が続いていませんか？生活習慣
が乱れていると肥満を招きます。肥満は高血圧・糖尿病・脂質異常症（生活習慣病）の原因とな
り、生活習慣病が重なった状態をメタボリックシンドロームといいます。この状態を放っておく
と、動脈硬化が進行し、脳血管疾患、心臓病、腎不全などの大きい病気を引き起こします。
　まずは肥満にならないように、食べすぎ、運動不足に気をつけましょう。そのために、「今の体
重は昔からどのくらい増えたかな？」と振り返りながら、生活習慣を見直してみましょう。
　また、治療中の病気のある方は主治医に相談しながら体重管理をしていきましょう！

要介護認定者に対する障害者控除
　確定申告の際には、医師が発行する「おむ
つ使用証明書」が必要です。

おむつ代にかかる医療費控除

おむつ代にかかる医療費控除を受けるのが２年目以
降の場合、医師が発行する「おむつ使用証明書」が
なくても、九重町が発行する「おむつ代の医療費控
除のための確認書」をもって代用することができま
す。対象となる方は、要介護（要支援）認定を受け
ており、介護認定の審査資料が一定の要件を満たし
た方です。

2年目以降の手続き簡素化

　生活習慣病の原因となる内臓脂肪の変化が一番わかりやすい
のは「体重」です。体重の変化がなければ食べ物から摂取した
カロリーと消費したカロリーは等しく、体重が増えていれば摂
取したカロリーが多いといえます。体重は毎日計測している
と、どのような生活習慣が体重の増減に繋がるか気づくことが
でき、改善すべき点がわかってきます。

・料理をつくりすぎない
・だらだら食べない
・自分の量を取り分けてから食べる
・よく噛んで食べる（普段より５回多く噛んでみる）
・お餅を食べ過ぎない（切り餅１個55g=127kcal）

●体重は手軽に計れるバロメーター

　たばこは動脈硬化をはじめとして、生活習慣病の発症・進行
の大きな要因になります。

●禁煙でメタボにストップ！

　先に食べることにより、血糖値の上昇をゆるやかにし、満腹
感がうまれ食べ過ぎを防ぐことができます。

●野菜・きのこ・海藻を先に食べる

●食べ過ぎに注意

・近所への買い物は徒歩で行く
・駐車場は遠くにとめて歩いたり、エレベーターやエスカレー
ターでなく階段を使用する
・1日8000歩を目安に歩く

●まずは、歩く

　アルコール類にもカロリーがあります。また、アルコールに
は食欲を増進する作用があるので肥満につながります。

●アルコールに注意

　寒いからと家の中でごろごろしないで、買い物や散歩など出
かける機会を積極的に作りましょう。

●1日1回は外に出て気分をリフレッシュ
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令和2年度九重町会計年度任用職員（旧臨時職員）を募集します！
●お問い合わせ　総務課　☎７６－３８００

職　　種 賃金（月額） 勤務先 勤務時間等（祝日及び年末年始除く）

一般事務職

一般事務職（障がい）

消費生活相談員

要保護児童対策専門職

保健師・看護師

栄養士

医療事務

看護師

保育教諭

保健師・看護師

148,600円～

158,300円～

158,300円～

158,300円～

一般事務職 125,506円～

学校校務支援員

特別支援教育支援員（有資格）

特別支援教育支援員（無資格）

学校司書

文化財専門員

125,506円～

129,426円～

125,506円～

125,506円～

137,874円～

飯田高原診療所

みつばこども園、
飯田こども園

みつばこども園
教育委員会事務局
九重文化センター

小学校、中学校

小学校、中学校

九重文化センター

125,506円～

125,506円～

129,426円～

129,426円～

158,300円～

158,300円～

特別支援教育支援員（有資格）

特別支援教育支援員（無資格）

子育て支援員

129,426円～

125,506円～

125,506円～

●任用予定期間　　令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日
●勤務労働条件等　◎休暇　　　年次有給休暇及び特別休暇
　　　　　　　　　◎通勤手当　通勤距離に応じて支給
　　　　　　　　　◎賞与　　　6月、12月の年 2回支給
　　　　　　　　　◎その他　　社会保険、厚生年金、雇用保険等に加入

●募集職種（年齢要件：令和 2年 4月 1日現在、満 18歳以上）

●募集期間　　令和 2年 1月 6日（月）～ 2月 7日（金）午後 5時まで
●提出書類　　●指定の履歴書（総務課、教育振興課、子育て支援課、九重町HPに準備しています）
　　　　　　　●資格や条件が必要な職種は、資格を証明する書類の写しを添付してください。
　　　　　　　　※職種ごとの資格や条件は、募集要項または九重町HPをご確認ください。
●提出方法　　それぞれの提出先に、持参で提出してください。

提
出

①

②

③

【月～金】
午前８時30分～午後４時
一般行政事務職は、午前8時30分
～午後5時までの間（連続する７
時間30分、うち45分休憩）のな
かで一部上記時間以外あり

【月曜日～金曜日】
午前８時30分～午後５時

【月曜日～金曜日】
午前８時30分～午後４時

【月曜日～金曜日】
午前８時30分～午後５時
【土曜日】
午前８時30分～午後０時15分
【月曜日～土曜日】
うち5日間、午前7時30分～午後
６時30分までの間（連続する8時
間30分、うち45分休憩）

【月曜日～土曜日】
うち５日間、午前7時30分～午後
6時30分までの間（連続する7時
間30分、うち45分休憩）

役場庁舎内、隣保
館、保健福祉セン
ター、飯田ふれあ
い交流センター

▲九重町HP
（募集要項等）

【提出及びお問い合わせ】　①総務課（役場 2階）　　　　☎76-3800
　　　　　　　　　　　　②子育て支援課（役場 1階）　☎76-3828
　　　　　　　　　　　　③教育振興課（役場 2階）　　☎76-3812
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６－３８１１

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

町営筌の口住宅
住　　所　九重町大字田野1276番地の1
募集戸数　2戸（2DK：1戸、3LDK：1戸）
そ の 他　オール電化住宅。IHクッキングヒーター
　　　　　（30A据置タイプ）が必要。

奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　若者単身向け　1戸（1階）
間 取 り　１DK
そ の 他　オール電化住宅。IHクッキングヒーター
　　　　　（30A措置タイプ）が必要。
住宅使用料等　基本住宅使用料　52,000 円／月
　　　　　　　駐車場使用料　　　1,000 円／月（1台分）

改
良
住
宅

書曲改良住宅
住　　所　九重町大字松木 156 番地の 1
募集戸数　１戸
間 取 り　３Ｋ

基本減額　次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料について、12,000 円／月を減額。
　　　　　（１）入居時点において 40歳以下の単身世帯。
　　　　　（２）入居時点において 40歳以下の単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。

募集期間：令和２年１月 20日（月）～１月 31日（金）午後 5時まで
町営住宅・地域優良賃貸住宅・改良住宅の申込みについて

●入居予定日：令和２年３月２日（月）
●申込みには、所定制限等の要件があります。
●応募が多数の場合、抽選により入居を決定します。
●入居手続きの際に、敷金（入居時住宅使用料の３月分）の納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。
　また、九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

▲九重町HP
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　　申告期間終盤は、込み合うことが多くなり
ますので、早めの申告をおすすめします。
　また、必要書類がすべて揃っているかご確認
のうえお越しください。例年、添付書類の不足
により、再度お越しいただく場合や、収支の内
容がまとまっておらず時間がかかってしまう場
合が多々あります。

令和元年分 所得税確定申告及び住民税申告のお知らせ
●お問い合わせ　【所得税確定申告等】税務課　　　　　☎７６－３８０３
　　　　　　　　【国民年金保険料】日田年金事務所　☎0973-22-6174

●申告期間
　2月 1７日（月）～ 3月 16日（月）
　午前 8時 30分～午後 5時
　※土・日、祝日は閉庁
●相談会場
　九重町役場 1階 101 会議室

確定申告のお知らせのハガキ
マイナンバー確認書類（次の①、②のいずれか）
　①マイナンバーカード
　②

印鑑（朱肉を使用するもの）
源泉徴収票や支払調書の原本、その他収入のわかる書類
事業、不動産、土地、山林、株式等所得がある方は、収支内訳書及び帳簿等関係書類
　※必要経費等の領収書を整理し、収支内訳書を事前に作成してください。
　※家畜市場で牛を販売された方は、「家畜市場計算書（肉用牛売却証明書）」をご持参ください。
各種控除の領収書、証明書、障害者手帳等
　※国民年金保険料は、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の添付等が必要です。ご不明な点は、
　　日本年金機構日田年金事務所（☎0973-22-6174）へお問い合わせください。
本人名義の通帳
　※所得税の還付を受けられる方、または所得税の納付を口座振替で希望される場合に必要となります。
住民税申告書
　※受付の結果、所得税が発生しない方は、住民税申告となります。住民税申告書はご自宅へ郵送します
　　ので、ご持参ください。

以下のいずれか 1つ
●マイナンバー通知カード
●マイナンバーが記載された住民票の写し

本人確認書類のうち、いずれか 1つ
●運転免許証　●健康保険証　●パスポート
●身体障害者手帳　●在留カード　等

　九重町では下記期間中、所得税確定申告及び住民税申告受付会場を開設します。

　国税庁HPの「確定申告書等作成コーナー」を利用しての申告書作成や、e-TAXでの電子による
申告が行えます。詳しくは国税庁HP（http://www.nta.go.jp/）をご確認ください。

申告が必要な方

申告に必要なもの

ご自身で確定申告される場合

◆年末調整をしていない方　◆事業所得や不動産所得等の各種所得がある方
◆源泉徴収票に記載された控除に変更がある方　◆医療費控除・寄付金控除等を受ける方　等
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地球が危機的な状態です　～私たちが出来ることって何だろう？～
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　世界の温室効果ガス ※１の排出が今のペースで増え続ければ、今世紀末には地球温暖化が更に進
み、“破壊的な影響”が生じると発表されました（令和元年11月、国連環境計画）。

このまま地球温暖化が進むことは、私たちの命に影響を及ぼすほど重大なこ
となんじゃよ。
IPCC ※2 は気温上昇ごとに生じるリスクを次のようにまとめておる。

九州でも50年でタンポポの開花は12日早くなり、紅葉が21日遅くなったっち ※3。
九重町でも自然の変化を感じるごとなったなぁ…。

1～2℃　 想定外の災害が増加、作物の生産地が変わる
2～3℃　 利用可能な水の減少、森林火災や洪水の増加
3～4℃　 多くの先進国で食べものをつくれなくなる
4～5℃　 多くの生きものが絶滅、世界の食料生産と水が危険にさらされる

少しくらい暖かくなっても、冬が寒い九重町はちょうどいいんやない？

でも、今世紀末なんて未来のことやし、私の暮らしには関係ないやん…。

えのはの減少（低い水温を好む） セミの鳴きはじめ時期 農林業の害虫やカワウの増加

地
球
温
暖
化

について考えてみ

よ
う

今のままでは、1.5℃の上昇に達するのは2030年～2052年の間と言われてい
るんじゃ。未来の話ではなく、今の話なんじゃよ。

私が大きくなる頃は、大変なことになっているんじゃないかなぁ…。しんけんに考
えんといけんね！普段の暮らしの中で、少しでもCO2を減らしていこう。

◆マイバックを持って買い物に行こう　～今からでも出来る取り組み～
　県内では、1年間に約３億４千万枚のレジ袋が消費されていると言われています。
　「レジ袋を断る」ことは、日常生活の中で最も身近な無駄をなくす行動です。
◆平成31年4月分のレジ袋無料配布中止の事業効果（大分県内）
　レジ袋削減はごみ減量、地球温暖化対策、海洋汚染の防止において大きな役割を担っています。
　　・削減枚数　　6,437,772枚
　　・CO2削減量　約399トン（杉 約２万８千本分の年間CO2吸収量に相当）

すぐに取り組める3つの取組み
①ごみの減量（食べ残さない！）  ②こまめな節電  ③買い物時のマイバック持参

※1　温室効果ガス：おもに化石燃料（石炭、石油、天然ガスなど）を燃焼させると発生する二酸化炭素など
※2　IPCC：気候変動に関する政府間パネル　　※3　出典：九州・山口県の気候変動監視レポート2017
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土の健康診断 “土壌診断” をしてみませんか？
●お問い合わせ　農林課　☎７６－３８０４

　土壌診断で、土壌養分を調べてバランスを整えていきましょう。有機農業の取組をされている方
もされていない方も、どなたでもご参加いただけます。土壌診断を希望される方は、土壌検体
（300ｇ程度）の提出をお願いします。

　グループホームが、東飯田（旧木の芽保育園跡地）に、この春開設されます。
　運営は、「特定社会福祉法人大分県社会福祉事業団」です。県内８市町村で障がい児や障がい
者、難病などで困りを抱えている人を対象とした福祉サービスを展開しています。
　今回設立するグループホームは、定員は７名で、入居者は、世話人・生活支援員の力を借りなが
ら、共同生活を送るとともに、日中は、仕事や福祉事業所に通います（イメージ参照）。

　障がいのある子をもつ親の多くが、自分亡き後のことに大きな不安を持っています。
　その不安の軽減、そして、障がい者自身の住み慣れた地域で暮らしたいという希望、もうすぐ出
来上がるグループホームは、その両方をかなえるものです。

土壌の提出について
　●土提出日　　２月７日（金）午後５時まで
　●提出場所　　農林課（役場1階）
　●診断料金　　１検体につき200円
　●そのほか　　先着50件
　●主　　催　　九重町有機農業推進協議会

土壌診断・説明会について
　●と　　き　　２月上旬～中旬予定
　●と こ ろ　　九重町役場内会議室
　　　　　　　　※診断日が決まり次第、申込者にご連絡します。
　●そのほか　　土壌診断は原則ご自身で分析を行っていただきます。
　　　　　　　　また同日夜に、分析した土について説明会を行います。

今年の春、東飯田にグループホームが開設されます
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　障がいのある人が、世話人などの支援
を受けながら、地域で少人数での生活を
する住宅のことを言います。そこを拠点
に、障がい者のみなさんそれぞれの「で
きること」を発揮しながら、社会参加を
進めます。

●グループホームとは 夜間 日中

【グループホーム】 【事業所や福祉サービス】
生活支援員などの力を借り
ながら共同生活（定員7名）

本人の状況に応じて、仕事
や福祉サービス等

【グループホームについてのお問い合わせ】
特定社会福祉法人　大分県社会福祉事業団　地域生活支援センターはぎの
（住所：日田市淡窓1-53-5、☎0973-24-2451）
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健康診査は受けられましたか？
●お問い合わせ
　住民課　☎76-3802
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

　玖珠清掃センターでは焼却施設を円滑に運転
するため、毎年2月に機械の定期点検整備を
行っています。期間中は可燃ごみの焼却が行え
ないため、排出について制限を行います。

●点検期間
（可燃ごみの排出抑制にご協力いただく期間）
　2月3日（月）～2月22日（土）
●可燃ごみ排出に関する制限
生ごみ以外の可燃物（紙くずや木くず、プラ
スチック等）は、排出せずにご家庭
での保管をお願いします。

※生ごみは排出可能です
※可燃物以外のごみ（不燃物
　や資源）は通常通り排出可能です

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対
象に、糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期
治療のため、健康診査を実施しています。
　すでに生活習慣病等の治療を定期的にされて
いる方や、今年度特定健診またはそれに相当す
る健診を受診された方は、必ずしも受診する必
要はありません。

●受診券の有効期限
　　令和２年３月31日（火）

●健診受診時に持参するもの
　・健康診査受診券
　・後期高齢者医療被保険者証

清掃センター定期点検整備に伴う
「可燃ごみ」排出抑制のお願い

●お問い合わせ
　　保健福祉センター　☎７６－３８３８

人権

No.282心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　2020（令和２）年　新しい年をむかえました。おめ
でとうございます。
　「一月一日」という曲をご存じですか？
　　　　　♪年の始めの　ためしとて～♪
　元旦にちなんだ歌曲、日本の唱歌です。この曲を聞く
と一年のはじまりを感じます。また「一年の計は元旦に
あり」ということわざにもあるように、元旦は一年の最
初の日の朝「計」は計画、物事を始めるにあたり、最初
にきちんとした計画を立てることの大切さを伝えていま
す。計画を立て、元気に前へ前へと進みましょう。

　「WRAP」「WellnessReoveryActionPlan」日本語
では「元気回復行動プラン」
　「WRAP」の5つの「キーコンセプト」
　　　～「元気」でいるために大切なこと～
①希望……「希望」の感覚があれば、どのような境遇に

おかれていたとしても、可能性を感じることが
できます。

②責任（自己決定）……人生の主導権を自分の手に取り

戻すことができます。
③学び……自分が自分らしく幸せに生きていくには何が

必要か、どのような選択肢があるのかを「学
ぶ」必要があります。

④権利擁護……自分の権利を守ること。また、勇気と力
を結集して、自分に必要なことを手に入れよう
とすることです。

⑤サポート……困ったときはサポートを求めます。片方
がサポートを受けるだけでなく、お互いがお互
いの力になるような関係性を育むことです。

　いろいろな人との出会い
　昨年も、いろいろな人との出会いがありました。うれ
しく思います。今、私は大分県人権問題研修講師とし
て、人権を伝える機会をいただいています。ある講演会
で『講師の方は人権について「権利」を伝えているが
「義務」についても是非お伝え願いたい』との言葉をい
ただきました。「義務」とはひとりがそれぞれの立場に
応じて当然「しなければならないこと」また「してはな
らないこと」。人に与えられた「権利」と「義務」。今年
も皆さんと一緒に人権を学び、語っていけたらと思います。
　「笑う門には、福来（きた）る」笑いが満ちている所
には自然と幸福が巡ってくる。笑顔いっぱい、元気いっ
ぱい、スタートです。今年もよろしくお願いいたしま
す。　
　　　　　 九重町隣保館人権啓発指導員　安藤千恵美

“前進”
　（前へ進もう）

いちがついちじつ ＝大分県人権啓発コラム心ひらいてより＝

＊お互いを尊重し合える環境の中では、自分が元気になること
と相手を元気にすることは密接につながっていること、ま
た、多様性（違い）は豊かさそのものである。
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伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

１月のハート降る♥ここのえ
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も　
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け
ら
れ
た
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学
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な
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て
く
だ
さ
る
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。
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な
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、
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見
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す
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ふるさとの
 文化財探訪

第69回

約
百
三
十
年
前
の
旧
田
野
村
の
里
山
景
観

文
化
財
調
査
員
　
種
　
村
　
英
　
大

　
九
重
町
の
里
山
と
い
っ
た
場
合
、
ど
ん
な
景
観
を
想
像
す
る
で
し
ょ
う
か
。
生
物
多

様
性
こ
こ
の
え
戦
略
の
調
査
で
、
九
重
町
民
の
心
の
原
風
景
は
草
原
と
川
で
あ
っ
た
と

し
て
い
ま
す
。「
里
山
」
と
一
口
で
言
っ
て
も
地
域
地
域
で
そ
の
景
観
は
異
な
り
、

人
々
が
そ
こ
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
昔
の
景
観
を
探
る
資
料
と
し
て
は
、
写
真
の
他
、
絵
図
、
古
文
書
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
明
治
二
十
一
年
に
作
成
さ
れ
た
玖
珠
郡
旧
田
野
村
の
字
図
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
調
査
で
行
っ
た
手
法
を
基
に
、
字
図
を
基
に
し
た
景
観
復

元
を
試
み
る
と
、
ま
ず
川
沿
い
に
「
水
田
」
が
広
が
り
、
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
「
宅
地
」
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
宅
地
と
隣
接
し
て
「
畑
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
外
縁
に
は
「
山
林
」
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
集
落
の
す
ぐ
そ
ば
の
山
林
は
、
農
民
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
薪
等
重
要
な
資
源
調
達
の
場
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
奥
郷
地
区
の
「
山
林
」
部
分
に
は
貴
重
な
ヘ
ラ
の
木
（
ツ
ク
シ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
：
大

分
県
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）
が
現
在
も
点
在
し
て
お
り
、
こ
の
木
の
皮
で
牛
を
引
く
た
め
の
縄
を
作
っ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
山
林
」
は
生
活
生
業
に
必
要
な
場
所
と
し
て
、
あ
え
て
残
さ
れ
た
場
所
と
い
え

ま
す
。
こ
の
「
山
林
」
を
通
り
抜
け
て
い
く
と
広
大
な
「
原
野
」（
草
原
）
に
出
ま
す
。「
原
野
」
は
つ
い

最
近
ま
で
牛
の
草
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
「
山
林
」
と
「
原
野
」
の
境
界
部
分

に
は
「
山
の
神
」「
大
将
軍
」「
馬
頭
観
音
」
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
村
地
区
の
倉
園
で
は
、
現

在
で
も
原
野
へ
と
続
く
二
本
の
道
沿
い
に
山
の
神
が
あ

り
、
石
祠
の
中
に
あ
る
小
さ
な
丸
石
が
ご
神
体
と
し
て
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
郷
地
区
で
は
ク
ヌ
ギ
の
大
木
の
下
に

山
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

大
将
軍
・
馬
頭
観
音
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
野
村
に
お

け
る
牛
馬
数
が
明
治
期
を
境
に
、
爆
発
的
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
と
の
関
係
か
ら
、
放
牧
文
化
の
進
展
と
と
も
に
、

馬
頭
観
音
信
仰
が
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
約

百
三
十
年
ほ
ど
前
の
旧
田
野
村
に
お
い
て
は
、
川
を
中
心

と
し
な
が
ら
、「
水
田
」
↓
「
宅
地
」・「
畑
」
↓
「
山

林
」
↓
「
原
野
」
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
景
観
は

人
々
の
生
活
様
式
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

皆
さ
ん
の
地
域
の
里
山
は
ど
ん
な
景
観
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
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●児童書・コミック
そらまめくんこんにちは（赤ちゃん向けシリーズ）　なかやみわ
ノラネコぐんだんカレーライス　　　　　　　工藤ノリコ
きつねうどんたぬきうどん　　　　　　　　　　古内ヨシ
おやすみ、ぼく　　アンドリュー・ダッド、エマ・クエイ
おじいさんは川へおばあさんは山へ　 森山 京、ささめやゆき
おばけとしょかん　　　　　　　　　斉藤洋、森田みちよ
名探偵テスとミナ　１～４　　　　　　ポーラ・ハリソン
「カルト」はすぐ隣に　　　　　　　　　　　　江川紹子
●一般図書
葛藤する刑事たち（文庫）　　　　　　　　 松本清張　他
殺人ライセンス（文庫）　　　　　　　　　　　　 今野敏
鉄の楽園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楡周平
風神雷神　上下巻　　　　　　　　　　　　　　原田マハ
二人のカリスマ　上下巻　　　　　　　　　　　　江上剛
さんかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千早茜
イモムシ偏愛記　　　　　　　　　　　　　　吉野万理子
生命式　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田沙耶香
希望という名のアナログ日記　　　　　　　　　角田光代
トリック　　　　　　　　　　　エマヌエル・ベルクマン
シルバー川柳９　　　　　　　　全国有料老人ホーム協会
無理しないほうが愛される　　　　　　　　　　加藤諦三
神様をめぐる旅　　　　　　　心屋仁之助、川しまゆうこ
世界名言集　　　　　　　　　　　　　　岩波文庫編集部

完全教祖マニュアル　　　　　　　　架神恭介、辰巳一世
ある奴隷少女に起こった出来事　ハリエット・アン・ジェイコブズ
新しい副業のかたち　　　　　　　　　　　　　　安田修
離婚すると決めたら読む本　　　　ベリーベスト法律事務
日本人の美意識　　　　　　　　　　　ドナルド・キーン
世界のニュースを日本人は何も知らない　　　谷本真由美
親ががんになったら読む本　　　　　　　　　　　山口建
お年寄りの作って楽しむレクリエーション大百科　小林愛子、姫野順子
女性が医師に「運動しなさい」と言われたら最初に読む本　中野 ジェームズ修一
痴漢外来　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田隆之
食物アレルギーをこわがらない！はじめての離乳食　伊藤 浩明、上田 玲子、主婦の友社
おかずがいらないごっついスープ　　　　きじまりゅうた
ゆーママの “何度も作ってたどり着いた” かんたん焼き菓子レシピ　 松本有美
おしゃれになりたかったら、トレンドは買わない。　川上さやか
糸とあみもの　　　　　　　　　　　　　　　　那須早苗
ちいさな織り機でちいさなおしゃれこもの　　蔭山はるみ
イケア・無印良品・ニトリでずっとすっきり！収納
心地よく暮らす大人のインテリア　
僕たちは育児のモヤモヤをもっと語っていいと思う　常見陽平
勝ちスイッチ　　　　　　　　　　　　　　　　井上尚弥
世界の人と楽しむ折り紙　　　　　　山梨明子、藤本祐子
野の花写真　　　　　　　　　　　　　　　いがりまさし
にたことば絵辞典　　　　　　　　　　　ニシワキタダシ

新刊・新着図書案内 ～2020年はどんな本と出会えるのでしょう？さあ年の初めは図書館へ‼～

●『おはなし会』は毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００

ほんの森１月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

明けましておめでとうございます。図書館では今年もたくさんの本をそろえて皆さまをお待ちしております。
新年は１月５日から開館しております。年の初めに読書をしようという方はどうぞ九重町図書館へお越しくださ
い。【開館時間：平日10時～18時まで　土日９時～17時まで　月曜・祝日➡お休み】
★★ＹＡ図書のご紹介★★
　みなさんはＹＡという言葉を聞いたことがありますか？ワイエーとは「ヤングアダルト」の略です。わかりやす
く言うと『自分では子どもだと思っていないが、周囲はまだ大人と考えていない13歳から18歳まで』の子ども達
のことです。その年代向けに書かれた本をYA本といいます。
　図書館ではおなじみの言葉ですが、皆さんはあまりピンとこないかもしれませんね。もしＹＡという文字を見か
けたら「中高生」や「ティーンズ」向けと思って良いと思います。九重町図書館では、このＹＡ本の背表紙に黒丸
●シールをつけて児童書の棚に置いています。（ＹＡ本は児童書か一般書かはっきりしないものも多いので難しい
のですが…）さて、ＹＡ時代というは感受性が豊かで人生について考える頃でもあり、かなり多感な時期といって
いいいと思います。そんな若者向けに書かれた本というのは、大人の私たちの心にも響くところがあるのではない
でしょうか。きっと読んで損はないと思います。今回はそんなＹＡ本の中でも昨年大変人気のあった本を紹介しま
す。図書館にもありますのでどうぞお気軽にお問い合わせください。

令和２年、、、『ＹＡ本』で気分もYA！（ＹＡってなに？？）

お
知
ら
せ

１月のボランティアグループは「チームそらまめくん」でした。　
２月は「スター」の皆さんです！（２月８日予定）

12 月に参加してくれたお友だち♪
いい笑顔です (o^―^o)

☞

☞

おはなし会で読んだ本は児童コーナーに毎回展
示しています。手に取りやすく、季節のおはな
しも多いので皆さんよく借りていかれます。
　●「おいもをどうぞ」
　●「ばばばあちゃんのクリスマスかざり」
　●「おふろでぽっかぽか」　

12月に読んだ本です。

＜フィクション＞「ある晴れた夏の朝」/小手鞠るい、「木曜日の子ども」/重松清、「さざなみのよる」/木皿泉、「死にがいを
求めて生きているの」朝井リョウ、「ベルリンは晴れているか」/深緑野分

＜ノンフィクション＞「ＡＩvs．教科書が読めないこどもたち」/新井紀子、「82年生まれ、キム・ジヨン」/チョ ナムジュ、
「こども六法」/山崎総一郎、「『国語』から旅立って」/温又柔　

＜漫画・絵本＞「生理ちゃん」/小山健、「大家さんと僕」/矢部太郎、「みえるとかみえないとか」/ヨシタケシンスケ　等

いかがでしたか？気になる本がありましたか？このほかにも話題の本がたくさんありますので、
ぜひご家族で図書館をご利用していただければと思います。本年もどうぞよろしくお願い致します(^▽^)/
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●　暮らしの情報

■
と　
き　
２
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
人
権
擁
護
委
員
が
、
差
別
を

受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
受
け

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誹
謗
中
傷

さ
れ
た
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と　
き　
２
月
12
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
東
飯
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と　
き　
２
月
17
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き　
２
月
６
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許

認
可
申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き　
２
月
14
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐
７
７
３
０

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
２
月
６
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
■
と　
き　
２
月
13
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎
３
階

■
内　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

　
■
と　
き　
２
月
16
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場

■
内　
容　
①
遺
言
の
他
、
高
齢
者
等
の

財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
等
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す

る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の

認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題

に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
平
日
に
事
前
予
約
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
期　
間

　
２
月
１
日
㈯
〜
２
月
７
日
㈮

■
相
談
時
間

【
平　
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

【
土
・
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

来
所
相
談
受
付
は
、
平
日
が
午
後
６
時

30
分
ま
で
、
土
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
方
法

【
電
話
】

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐
３
６
５
０

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

【
来
所
】
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
本
館
）

■
そ
の
他　
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１
）

　
■
期　
間　
２
月
３
日
㈪
〜
２
月
28
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※

但
し
、
土
日
・
祝
日
は
お
休
み

■
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

■
相
談
内
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続

分
等
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
手
続

■
相
談
料　
期
間
中
の
相
談
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

■
と　
き　
２
月
13
日
㈭

　
午
後
４
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
美
山
高
等
学
校
正
面
玄

関
前
駐
車
場

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
美
山
高
等
学
校

（
☎
７
２‐

１
１
４
８
）

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者
の
方
や
、

各
種
相
談

お
知
ら
せ

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
（
無
料
）

行
政
相
談

障
が
い
巡
回
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

公
証
役
場
の
日
曜
無
料
相
談

悩
ま
ず　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

玖
珠
美
山
高
校
「
美
山
マ
ル
シ
ェ
」

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
で
す
。

障
が
い
者
就
職
面
接
会
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暮らしの情報　●

事
業
主
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
と
　
き　
２
月
27
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ(

別
府
市)

■
お
問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

８
６
０
９
）

■
と
　
き　
３
月
５
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
期
限　
２
月
27
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　
古
物
営
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

に
関
し
、「
主
た
る
営
業
所
の
届
出
」
を

し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
許
可
が
失
効
し
ま

す
。
古
物
業
を
営
む
九
重
町
内
（
玖
珠
郡

内
）
に
居
住
の
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
確
実
に
玖
珠
警
察

署
へ
「
主
た
る
営
業
所
の
届
出
」
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署

（
☎
７
２‐

２
１
３
１
）

　
農
薬
指
導
士
認
定
制
度
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
３
年
毎
の
更
新
制
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
内
に
更
新
研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
、

認
定
が
失
効
し
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

■
と
　
き　
３
月
４
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
４
階

■
申
込
期
限　
２
月
12
日
㈬

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
農
林
水
産
部
地
域
農
業
振
興
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐
３
６
６
３
）

　
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
、
産
業
用
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
）
に
よ
る
農
薬
散
布

等
を
行
う
際
は
、
航
空
法
及
び
農
薬
取
締

法
を
遵
守
し
た
上
で
、
安
全
な
飛
行
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
農
薬
散
布
等
を
行
う
前
に
、
航
空
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
の
許

可
・
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
国
土
交
通
省
へ
申
請
書
類
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
「
大
分
県
無
人
航
空
機
利
用
に
よ
る
農

薬
散
布
指
導
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
県
振
興
局
へ
の
散
布
計
画
及

び
実
績
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
農
薬
散
布
等
を
行
う
際
は
、
農
薬
取
締

法
に
基
づ
き
適
正
に
散
布
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
と
　
き　
２
月
19
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎
３
階

■
対
象
者　
新
た
に
営
業
許
可
を
取
得
し

食
品
営
業
に
関
わ
る
者
、
ま
た
は
近
い

う
ち
に
営
業
許
可
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
者
で
責
任
者
の
資
格
を
有
し
な
い
者

■
申
込
期
限　
２
月
７
日
㈮

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
郡
食

品
衛
生
協
会
（
☎
７
２‐

１
３
４
５
）

■
募
集
対
象

・
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
（
両
眼
の

矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満
）

　
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
学
科

【
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）】

　
・
単
一
障
が
い
学
級　
８
名

　
・
重
複
障
が
い
学
級　
３
名

【
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）】

　
・
保
健
理
療
科　
８
名

　
・
理
療
科　
　
　
８
名

■
出
願
期
間

　
２
月
17
日
㈪
〜
２
月
21
日
㈮

■
面
接
・
適
性
検
査　
３
月
３
日
㈫

■
学
力
検
査　
３
月
10
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

２
６
３
８
）

■
募
集
日
程

　
１
月
22
日
㈬
〜
２
月
13
日
㈭

■
募
集
内
容
・
定
員
・
対
象
者

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】
20
人

・
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
〜
39

歳
の
方
、
離
転
職
者
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】
20
人

・
離
転
職
者
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者

■
入
校
試
験　
２
月
16
日
㈰

■
授
業
料　
無
料
（
教
科
書
等
は
実
費
）

■
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
後
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

試
験
・
講
習
会

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

古
物
商
の
許
可
を
お
持
ち
の
方
へ

大
分
県
農
薬
指
導
士
の
更
新
研
修

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
等
の
散
布

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

県
立
盲
学
校
高
等
部
入
学
者
募
集

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校
令
和

二
年
度
訓
練
生
募
集（
一
般
中
期
）

▲航空局HP

▲大分県HP

認
定
年
度

平
成
19
年
度
ま
で

令
和
２
年
３
月
末
ま
で

平
成
30
年
度
以
降

認
定
書
の
認
定
期
間
内

令
和
３
年
３
月
末
ま
で

平
成
20
年
度
〜

平
成
23
年
度
ま
で

令
和
４
年
３
月
末
ま
で

平
成
24
年
度
〜

平
成
29
年
度
ま
で

認
定
期
間
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（敬称略）

北恵良一

中 村 上

中村下野

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

照久

健吾

洋史

すがた　　 けいすけ

たけだ　　　りこう

ひめしま　　 ひかり

12月１日～12月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,342  人
4,440  人
  4,902  人
3,903 　 

18
13
5
1

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

安　部　喜久男
梅　木　神　惠
江　藤　德　男
小　野　一　男
工　藤　明　美
窪　田　紀　武
古　賀　久　雄
後　藤　松　子
佐　藤　タミ子
須　賀　キヨノ
園　田　光　子
飯　田　ハ　ル
溝　口　ト　ヨ
𠮷　光　恵　子

書 曲 二
横 尾
下 尾 本
田 尻
粟 野 本 村
川 東 上
筋 湯
串 野 下
小 垣
粟 野 本 村
川 下 北
岩 の 上
川 上 二
桐 木 二

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

2

7

22

12

43

1

6

9

9

25

33

70

145

84

332

34

76

154

93

357

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・12月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

菅田　恵佑

武田　理煌

姫嶋　光梨

　寒い時期は、日中と夜の寒暖の差が激しく、その変化に身体の調
節機能がついていけなくなり体調を崩したり持病が悪化する事があ
ります。皆さんも経験があるのではないでしょうか。
　家の中でも、比較的暖かい居間や寝室から気温が低い浴室やトイ
レへ移動した際に、血管が急激に収縮し血圧や脈拍の変動を起こす
ことで脳梗塞や心筋梗塞などの、血管障害を引き起こすことがあり
ます。これらは時に命を奪う危険な病気です。
　
　〈対策〉　
☆温かい部屋から寒い場所に行く時は、薄着をせず服を着
込む。
☆入浴時には、事前に湯船のふたを開けておいたり、シャ
ワーを出したりしておき浴室を暖めておく。
☆脱衣所を暖房器具で暖めておく。

　寒い季節では、普段の生活に少し工夫をする事が大事です。これ
からの季節、体調管理には充分気をつけてください。

男

男

女

94
91
85
84
64
91
71
80
90
95
90
86
95
61

あけましておめでとうございます。今年も
よろしくお願い申し上げます。
新年のご挨拶を書かせていただいたのがも
う一年前になりますが、あっという間の一
年だったように感じます。昨年はいろいろ
な方々にご協力いただき、取り組んでみた
かったことができた月（号）もあったかな
と振り返っています。今年も少しでも読ん
でみようかなと思っていただけるよう特集
にも取り組みたいと思います。そして年女
の2020年、地域でちょろちょろと動いて
取材をがんばりたいと思います。　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

１月

２月

19日

26日

2日

9日

11日

16日

23日

24日

72-6101

72-0330

72-2167

72-2135

77-6121

72-2466

73-2030

72-2143

塚 脇

塚 脇

塚 脇

春日町

野 上

　森　

北山田

春日町

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-7736

72-0421

0973-22-3305

0973-24-5700

0973-22-8881

76-2310

0973-22-8071

0973-22-0320

日田市

玖珠町

日田市

日田市

日田市

右 田

日田市

日田市
★都合で変更する場合があります。

三池循環器内科クリニック

友成産婦人科医院

小 中 病 院

高 田 病 院

矢 原 医 院

荒 木 医 院

北山田クリニック

長内科小児科胃腸科医院

はたの歯科医院

秋 吉 歯 科 医 院

井 上 歯 科 医 院

伊 藤 歯 科 医 院

樋口歯科クリニック

麻 生 歯 科 医 院

もちまつ歯科医院

内 川 歯 科 医 院

2020 年１月・２月休日当番医
● 

歯
科
医

１月

２月

19日

26日

2日

9日

11日

16日

23日

24日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

『冬場の体調管理』『冬場の体調管理』



令
和

２
年

１
月

17日
発

行
（

通
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発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
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 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
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1
1
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印

刷
・

尾
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印
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有
限

会
社

１
月
号
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読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
初
明
か
り
は
、
元
日
の
明
け
方
、
東
の
空
に
ほ
の
ぼ
の
と
差
し
そ
め
る
曙
光

を
言
い
ま
す
。
男
子
は
お
子
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
新
年
を
迎
え
、
家
族
の
祈
り

が
込
め
ら
れ
て
い
る
一
句
で
す
。

船
乗
り
の
男
子
に
映
ゆ
る
初
明
か
り

永
松
佐
世
美

　
た
し
か
に
地
球
上
に
霜
柱
が
立
っ
た
ら
地
球
は
膨
ら
む
か
も
。
思
い
も
よ
ら

ぬ
発
想
で
宇
宙
を
取
り
こ
む
一
句
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

霜
柱
う
ん
と
地
球
を
ふ
く
ら
ま
せ

井
上　

則
子

　
大
根
の
白
さ
冷
た
さ
で
洗
っ
て
い
る
情
景
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
ジ
ャ

ズ
ソ
ン
グ
の
取
り
合
わ
せ
。
手
の
冷
た
さ
は
随
分
と
和
ら
い
で
い
る
よ
う
で
す

ね
。

大
根
の
白
さ
冷
た
さ
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ

林　
　

香
澄

　
俳
句
の
吟
行
に
は
リ
ュ
ッ
ク
は
必
需
品
で
す
。
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
よ
う
な

冬
日
は
ひ
と
り
で
吟
行
に
行
き
た
く
な
り
ま
す
。
今
日
は
佳
い
句
が
で
き
そ
う

で
す
ね
。

冬
日
向
リ
ュ
ッ
ク
に
句
帳
に
ぎ
り
め
し

佐
藤　

律
子

　
　
　
　
　
　
軽
い
気
持
ち
。
本
気
で
な
い
こ
と
を
「
遊
び
半
分
」
（not 

seriously

）
と
い
う
そ
う

で
す
。
意
外
と
俳
句
を
始
め
る
と
き
は
、
そ
ん
な
感
じ
の
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
後
ま

で
遊
び
半
分
で
は
五
七
五
は
脱
線
し
て
し
ま
い
ま
す
。
広
報
読
者
俳
句
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
丸
三
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
軽
い
気
持
ち
で
始
め
ら
れ
た
方
が
か
な
り
本
気
に
な
ら
れ
て
い
る
の

を
実
感
し
ま
す
。
反
面
、
そ
う
で
な
い
方
は
誌
面
か
ら
姿
が
み
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
さ
半
分
、
さ

み
し
さ
半
分
で
す
。
本
気
に
な
り
は
じ
め
た
方
の
さ
ら
な
る
頑
張
り
、
ま
た
誌
面
に
復
帰
し
て
く
れ
る

方
々
へ
の
期
待
を
込
め
て
の
新
年
一
月
号
の
編
集
で
し
た
。
こ
と
し
も
ま
た
元
気
の
出
る
一
句
、
ほ
っ
こ

り
す
る
一
句
、
胸
に
ぐ
っ
と
く
る
一
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▽
「
初
明
か
り
」
「
霜
柱
」
「
大
根
の

白
さ
冷
た
さ
」
「
冬
日
向
」
の
よ
う
に
・
・
・
・
・
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

　
今
月
か
ら
、
俳
句
の
添
削
を
し
て
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
投
句
い
た
だ
い
た
俳
句
を
ラ
ン
ダ
ム
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
名
前
は
伏
せ
ま
す
の
で
し
っ
か
り
記
憶
を
蘇
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
材
料
や
調
味
料
は
同
じ
で
も
、
鍋
に
入
れ
る
順
番
で
料
理
の
出
来
ば
え
は
変
わ
る
そ

う
で
す
。
語
順
を
何
度
も
入
れ
か
え
て
み
て
、
音
読
し
て
み
る
と
雰
囲
気
は
変
わ
り
ま
す
。

除
夜
の
鐘
百
歳
ま
で
の
指
を
折
る

湯
豆
腐
や
凜
と
女
に
す
れ
違
い

白
粉
ふ
く
干
し
柿
ひ
と
つ
の
祖
母
の
味

山
茶
花
や
咲
い
て
笑
顔
の
父
偲
ぶ

賀
状
書
く
一
人
一
人
の
顔
浮
か
べ

英
彦
山
線
切
れ
た
る
ま
ま
に
久
女
の
忌

（
選
者
・
評
）

妻
と
居
て
変
わ
ら
ぬ
音
の
嫁
が
君

嫁
ぎ
来
て
育
て
し
山
や
初
日
の
出

初
春
や
健
康
寿
命
の
上
に
立
つ

枯
芒
昭
和
の
歌
や
は
る
か
な
り

今
年
こ
そ
一
日
一
句
初
笑
ひ

沙
汰
詫
び
て
一
言
半
辞
の
賀
状
か
な

豊　

國

ヨ
ウ
子

直　

人

文　

雄

泉　

渓

い
づ
み

重　

吉

八
千
子

桐　

友

好　

美

良　

子

恵　

子

２月号の締め切りは、１月26日（必着）でお願いいたします。その後は、選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直
接送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
リ
ン
ゴ
の
収
穫
は
十
一
月
中

旬
頃
ま
で
に
終
わ
る
が
冬
か
ら

春
に
か
け
て
ミ
カ
ン
と
共
に
冬

の
果
物
と
し
て
貴
重
で
す
。

　
俳
句
友
達
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
林
檎
の
箱
の
中
に
一
句
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
句
友
な

ら
で
は
の
粋
な
計
ら
い
で
す
。

一
句
添
え
届
き
し
友
の
冬
林
檎
　
　
　
野
木
チ
ズ
子

冬
林
檎

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句
（
添
削
教
室
）

　
初
詣
で
晴
着
姿
の
人
の
吐
く
息
が
白
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
瞬
時
の
映
像
の
切
り
取

り
は
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
が
、「
息
白
し
」
は
冬
の
季
語
。
季
重
な
り
に
注
意
の
一
句

で
す
。

　
晴
着
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
そ
の
人
物
が
身
近
に
な
り
愛
情
溢
れ
る
一
句
に
な
り
ま
し

た
。
季
語
の
使
い
方
で
初
詣
が
大
景
の
句
に
。

お
の
こ

初
詣
晴
着
姿
の
白
い
息

三
歳
の
晴
着
姿
や
初
御
空

佳
作
　
十
二
席

佳
作
　
十
二
席

歳 時 記

原
　
句

添
削
例




